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 科　目

社会教養

なし
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主体的
学習力

基礎力

選択するとき
の条件

3 4 5

知識・技能

現代社会の課題について基本的な事柄や学
びについて理解し、その知識を身に付けてい
る。諸資料を多くの媒体から収集し、有用な情
報を主体的に選択し活用する力を身に付け
る。

よりよい社会の実現を視野にそこでみられる課
題を主体的に追究、解決しようとする態度をも
ち、社会に貢献する意識を高めている。

思考　判断　表現

自ら課題を見いだし、広い視野に立って多角
的かつ多面的に考察している。社会の変化や
様々な立場、考え方を尊重し、公正に判断し、
表現できる。

主体的に学ぶ態度

評価の観点

○
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◎

◎

◎

○ ◎

○ ◎
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教　科　担　任

内山　直希

年次・コース

３年次

単位数

思考・
分析力

○

発信・
表現力

自己認知
・協働力

計画
実行力

○

◎ ◎
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2

使用教科書

科　目　の　目　標

使用副教材

1 2

育てたい６つの力（資質・能力）

道徳教育のねらい

　よりよい社会の実現を視野にそこでみられる課題を
主体的に追究、解決しようとする態度を養い、社会に
貢献しようとする意識を高める。

社会の諸課題の解決に向けて、必要となる情報を適切かつ効果的に調べまとめる技
能を身に付け、現代の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養う。

学習活動内容

なし

社会における基本的な事象の理解

新聞など多様なメディアの活用

課題解決学習

グループワーク

課題提出

単元テスト

◎

評価の方法

◎

◎

教科・科目における各観点 ノートやレポートなどの課題

C：目標に対する到達度が0%～44%B：目標に対する到達度が45%～69%A：目標に対する到達度が70％～100％

　次の３観点において、各資料をもとに総合的に評価し、5段階の評定をする。また、各観点については、到達度により総合的に
評価し、Ａ・Ｂ・Ｃの3段階で評価する。

主体的に学ぶ態度

知識・技能

思考・判断・表現

○

◎

◎

単元テストなど

◎

◎

○



地理総合　授業計画

　

4 オリエンテーション 　

　
　 社会で起きている事象の理解と、

課題への考察

5

　

前

6

期

7 社会で起きている事象の理解と、

　 課題への考察および個人発表

8

　
　

9

10

社会で起きている事象の理解と、

課題への考察およびグループ発表

11

後

授業のまとめとなる卒業制作の

企画・準備・制作

12

期

1

　
　

単元
実施
時数

実施反省学習内容 （配当時間）

　　授　業　計　画 実施状況

月
（時数）

単元・考査等 （配当時数） 学習のねらい

・各種資料や新聞記事などを使用しながら、
社会の基礎知識を身につける。

・公務員試験、大学入試の過去問や各種検定
の問題を用いながら、社会の諸問題について
考察し、理解を深めるとともに文章表現の力
を身につける。自分の進路に関連したニュー
スや出来事などから、自己の進路意識を高め
る。

・各自で興味・関心のある課題から、テーマ
を設定し、様々なメディアを利用しながら資
料を作成し、発表する。

・グループで興味・関心のある課題から、
テーマを設定し、様々なメディアを利用しな
がら資料を作成し、発表する。

・授業のまとめとして、１年間の授業内容を
ふまえ、卒業制作を企画し、準備、制作を進
める。

・メディアリテラシーを養う
ため、各新聞の比較やイン
ターネット上のニュースの比
較等を行う
・さまざまなメディアにふ
れ、その確度の違いや、活用
法について考察する
（８時間）

・政治経済や国際情勢に関す
る基本的な知識や一般常識を
身につけられるよう、公務員
試験、大学入試 の過去問や各
種検定試験の問題を使いなが
ら学習を進める（２０時間）

・自ら設定したテーマについ
て、調査、研究を進め、個人
やグループでの発表・プレゼ
ンをおこなう
・現代社会の諸課題から、社
会の変化や様々な立場，考え
方を踏まえ公正に判断し，そ
の過程や結果を適切に表現す
る
（２０時間）

・卒業制作として、１年間の
授業をふまえた企画を考え、
準備、制作を進める（１２時
間）


